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　2008年 5月 5日　9条世界会議自主企画「東アジアの平和と米軍再編」

　　木元茂夫(すべての基地に「No!」を・ファイト神奈川)

写真 2008年 2月　佐世保に入港した原子力空

母ニミッツ。(RIM PEACE編集部提供)

海上自衛隊との対潜水艦作戦訓練のあと韓国

の釜山に入港。(「世界の艦船」5月号より)

手前は韓国海軍の最新鋭潜水艦ソン・ウォン

イル。原子力潜水艦オハイオも釜山に入港した。

空母の母港－すでに 35年。“あきらめ”から意思表示への転換
1973年 10月 5日　空母ミッドウェイ横須賀に母港配備

　　　　　－ベトナム戦争後の米軍再編の一環。陸軍部隊のベトナムからの撤退と空母の前進配備

1976年 9月  8日　厚木基地第一次爆音防止訴訟、横浜地裁に提訴。

1977年 9月 27日  ミッドウェイの艦載機 RF-4ファントム、横浜市緑区の住宅に墜落。

(空母配備以前にも、海兵隊の飛行連隊配備。1964年に町田、大和に 1965年に相模原で墜落死傷事故)

1990年　二隻目のイージス艦モービルベイ配備。

1991年　ミッドウェイに替わり、空母インデペンデンスが母港配備。

●原子力空母配備への「地ならし」

1996年　原子力空母カールビンソン横須賀入港。

1997年　原子力空母ニミッツ横須賀入港。以後、10年間横須賀には原子力空母の寄港なし

「横須賀寄港は将来、原子力空母が横須賀を母港とするという予測に日本人を慣れさせることが目的




